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対話イン東北大学２０１５（２０１５年１月１６日） 

テーマ３ 放射性廃棄物の処理・処分について（廃止措置含む） 

議論内容と質問に関連するバックグランド情報（シニアネットワーク連絡会・坪谷） 

１． 高レベル放射性廃棄物の最終処分問題 
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２． 信頼と安心 

① 信頼：理性・証拠に基づく信頼：Confidence、直感に基づく信頼：Trusty 

 「より大きな利益のために、危険を伴う脆弱な立場にあえて身をおく」行為（堀井秀之

（編）、「安全安心のための社会技術」（１９９６）） 

 「専門性の信頼」：信頼するリスク管理者（専門家）の能力についての期待 

「誠実性の信頼」：信頼するリスク管理者の意図についての期待  

 住民参加を含めた行政に対する信頼は、誠実性の信頼（出典：同上） 

  信頼の崩壊は、一瞬によってもたらされるが回復には多大な労力と時間（出典：同上） 

② 安心：技術的安全と社会的安心 

 専門家が社会の不合理な反応を表現する時の「安心」の概念：「安全基準を達成しな

がら、社会が安心していない」（出典：同上） 

 知識や情報がないにもかかわらず、無自覚に安心している場合と知識や情報を与えら

れた上で安心している状態（出典：同上）

 

堀井、前出１９９６ 

 トランス・サイエンス（神里達博、日本原子力学会「放射性廃棄物処分の学

際的評価」研究専門委員会（２０１２）） 
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 ポスト・ノーマル・サイエンス（小林傳司、東京大学・原子力社会論ワークショップ「市民

参加と高度科学技術」（２００９）） 

政策の意志決定を専門家に委ねると専門家には責任が重すぎる領域：システムの不

確実性が高く、人々の利害が高い科学技術：SHEE Sciences（安全、健康、環境、倫理

関連技術） 
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 新しいリスク政策の決定モデル（神里、前出（２０１２）） 

 

 原子力発電、高レベル放射性廃棄物の最終処分問題などは、トランス・サイエンスの

領域である。これまでの社会科学的な知識では、これらの技術に対する社会の価値

観が共有されないと国民、地域社会の納得を得て行くことが難しいことが分かる。 

 「科学的事実をわかり易く社会に伝える」、「この過程を通して信頼感を醸成する」との

在来のリスク政策決定手法（いわゆるＤＡＤ手法（注））を否定するものではないが、新し

いリスク政策の決定手法である社会経済・政治・倫理的な検討を実施するソーシャル・

フレーミングの段階を踏んで社会の価値観を共有することが重要であることが明らか

になっている。 

（注）Decide, Announce and Defend Model;「決定・通知・擁護」型によるリスク政策

決定手法 

③ 高レベル放射性廃棄物の最終処分地選定 

 市民が身近に情報を入手できる環境が不十分であるとの意見が多い。風評が起こりや

すいこのような状況が、国民および地域社会に高レベル放射性廃棄物処分についてい

たずらに不安を与え最終処分地選定を困難にしている要因の一つとなっている。この問

題を緩和するためには、今までのトップダウン型の政策決定手法の代わりに市民参画

型の意志決定プロセス制度を導入することが必要（注） 。最適な技術を訴求するとする伝

統的なアプローチから社会の支持、および分配面の公平を重視するアプローチの実現、

技術的な保証に加えて参加型意志決定を念頭においたプロセスが重要（原子力学会シ

ニアネットワーク連絡会提言（２０１３年１２月）） 

（注）「参画・相互作用・協力」型（Engage, Interact and Co-operate Model）によ

るリスク政策決定手法 
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  

 見直された最終処分政策（総合資源エネルギー調査会・放射性廃棄物ワーキンググル

ープ中間とりまとめ（２０１４年５月）） 

 政策の基本：現世代の責任として最終処分、可逆性・回収可能性の担保、代替処

分の研究開発、社会合意形成の段階的な醸成 

 処分地選定：国が科学的な有望地を提示、住民参加型の場を設置、地域の持続的

な発展に向けた支援 

 最終処分推進体制の強化：事業主体のガバナンス改善、政策の信頼性確保に向

けた第三者評価の活用 

・  最終処分地選定政策（最終処分関係閣僚会議（２０１３年１２月）） 
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参考 

１． 地層処分概念 
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３． 地層処分と地質環境 
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４． 地層処分に適した地質環境 
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５． 段階的な処分地選定調査 

 

６． 海外の状況 
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７． 中間貯蔵 

 

８． 代替オプションの研究（高レベル放射性廃棄物の減容） 
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